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市報をアプリで配信中！

直方市バーチャルミュージアム

直方の文化を隅々まで

直方市インスタグラム

さあ、あなたもフォロー！

人の動き

直方市公式LINE

直方市と友だちになろう!

■世帯数　27,330 世帯（ ＋ 169）

　すべて令和 2 年 8 月末現在
　（　）は前年同月との比較

■人口　56,404 人（ － 202）
　〔うち外国人 619 人〕
　　男　26,667 人  （ － 39）
　　女　29,737 人  （ － 163）
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　「
筑
豊
炭
田
」
の
あ
ら
す
じ

　

橋
本
英
吉
の
長
編
歴
史
小
説
「
筑
豊

炭
田
」
は
架
空
の
主
人
公
大
渡
幸
助

（
一
八
五
五
年
生
ま
れ
？
）
が
十
八
歳
の

明
治
六
年
一
八
七
三
年
頃
か
ら
始
ま
り
、

筑
豊
炭
田
で
の
大
き
な
出
来
事
に
次
々
に

関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　
①
排
水
ポ
ン
プ
の
動
力
源
に
蒸
気
機
関

　
を
利
用

　
明
治
八
年
一
八
七
五
年
に
、
現
在
の
田

川
郡
糸
田
町
の
炭
鉱
で
片
山
逸
太
が
蒸
気

機
関
を
動
力
源
と
す
る
排
水
ポ
ン
プ
の
実

験
を
行
っ
た
が
失
敗
し
た
。

　
坑
内
か
ら
の
排
水
に
苦
し
む
筑
豊
の
炭

鉱
主
た
ち
が
多
数
見
学
に
訪
れ
た
。

　
明
治
十
四
年
一
八
八
一
年
に
現
在
の
飯

塚
市
目し

ゃ
か
の
お尾
の
炭
鉱
で
、
杉
山
徳
三
郎
が
蒸

気
ポ
ン
プ
の
実
用
化
に
成
功
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
間
近
で
見
た
主
人
公
は
長
崎

で
蒸
気
機
関
を
学
び
技
術
者
と
な
っ
た
。

　
②
大
水
害
と
鉄
道
開
通

　
明
治
二
十
四
年
一
八
九
一
年
の
大
水
害

と
筑
豊
興
業
鉄
道
の
若
松
～
直
方
間
の
開

通
当
日
の
祝
賀
会
の
様
子
が
描
か
れ
、
主

人
公
は
折
尾
か
ら
直
方
ま
で
乗
車
し
て
い

る
。

　
③
本
洞
坑
と
藤
棚
坑
の
坑
内
火
災

　
明
治
三
十
年
代
に
相
次
い
で
坑
内
火
災

が
発
生
し
主
人
公
は
麻
生
太
吉
を
助
け
て

活
躍
す
る
が
、
結
局
三
井
鉱
山
に
売
却
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
小
説
に
は
、
筑
豊
の
炭
鉱
主
た
ち

が
実
名
で
多
数
登
場
し
ま
す
。

　
片
山
逸
太
（
一
八
三
七
～
一
九
一
七
）

　
肥
後
国
出
身
、
幕
府
の
長
崎
製
鉄
所
で

働
き
、
機
械
技
術
者
と
し
て
筑
豊
に
。
の

ち
炭
鉱
主
と
な
っ
た
が
六
十
歳
で
引
退
し

門
司
で
料
亭
を
経
営
し
た
。

　
杉
山
徳
三
郎
（
一
八
三
九
～
一
九
三
〇
）

　
長
崎
の
出
身
、
片
山
逸
太
と
同
じ
経
歴

で
筑
豊
に
。主
人
公
と
の
関
わ
り
は
深
い
。

五
十
五
歳
で
目
尾
炭
鉱
を
売
却
し
て
故
郷

に
戻
り
、
事
業
家
と
し
て
活
動
し
た
。

　
帆
足
義
方
（
一
八
三
九
～
一
九
二
〇
）

　
江
戸
の
士
族
か
ら
政
府
軍
士
官
に
。
西

南
戦
争
に
従
軍
後
退
官
し
筑
豊
の
炭
鉱
主

に
な
り
、
新
入
炭
鉱
な
ど
直
方
の
炭
鉱
に

も
関
わ
っ
た
が
明
治
二
十
年
代
に
は
筑
豊

を
離
れ
た
。
主
人
公
と
会
話
を
交
わ
す
。

　
麻
生
太
吉
（
一
八
五
七
～
一
九
三
三
）

　
飯
塚
の
大
庄
屋
か
ら
炭
鉱
主
に
。
直
方

内
ヶ
磯
の
吉き

っ
か
わ川
ヤ
ス
と
結
婚
。
主
人
公
と

最
も
親
し
い
。
水
害
や
坑
内
火
災
に
苦
闘

し
な
が
ら
克
服
し
、
今
日
の
麻
生
グ
ル
ー

プ
を
築
く
。

　
貝
島
太
助
（
一
八
四
五
～
一
九
一
六
）

　

直
方
の
貧
家
出
身
で
幼
時
か
ら
坑
内

へ
。
曲
折
を
経
て
筑
豊
御
三
家
と
な
る
。

　
藤
棚
坑
・
本
洞
坑
の
経
営
を
巡
り
麻
生

太
吉
と
対
立
す
る
が
、
劇
的
に
手
打
ち
す

る
。
多
賀
神
社
の
階
段
下
に
貝
島
太
助
明

治
三
十
五
年
奉
納
の
鳥
居
と
麻
生
太
吉
翌

年
奉
納
の
灯
籠
が
今
も
隣
接
し
て
い
る
。

　

こ
の
他
に
許
斐
鷹
介
・
安
川
敬
一
郎
・

伊
藤
伝
右
衛
門
・
堀
三
太
郎
な
ど
の
著
名

な
炭
鉱
主
が
実
名
で
登
場
し
ま
す
が
、
主

人
公
と
の
つ
な
が
り
は
強
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　
筑
豊
文
庫
資
料
室
に
展
示

　
本
年
7
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
筑
豊
文
庫

資
料
室（
図
書
館
内
）の
上
野
英
信
蔵
書
の

一
冊
と
し
て
展
示
さ
れ
、
資
料
室
内
で
閲

覧
で
き
ま
す
が
貸
出
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

 
直
方
文
学
散
歩
・
小
説
編

 

橋
本
英
吉
の「
筑
豊
炭
田
」そ
の
２

第 67 回

炭鉱主達が激論を交わした
旧筑豊石炭鉱業組合直方会議所
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